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や
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行

事

予

定

∠
り
　
月

高
体
連
大
会

1
0
　
日

㌔
讐
誓
査

酎
忙
讐
諾

本
年
度
石
桜
会
役
員
決
ま
る

会
長
は
宮
野
君
に

◇
…
規
約
改
正
二
年
日
、
昭
和
二
一
十
八
年
度
石
桜
会
役
員
も
宮
野
君
（
三
・
C
）
を
会
長
に
各
執
行
委
負
、
n
R
役
：
小
◇

◇
＝
・
貝
も
決
革
早
く
も
精
勤
を
開
始
し
た
。
．
即
ち
四
月
十
一
日
n
R
役
負
を
選
零
し
、
十
二
日
合
同
委
高
森
五
由
＝
◇

◇
…
き
各
委
員
長
を
決
窄
四
月
二
十
六
日
、
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
選
巷
を
行
い
会
長
、
副
会
長
、
香
司
会
計
の
「
・
◇

◇
＝
各
執
行
要
員
を
決
定
し
た
。
一
方
応
援
団
も
吉
田
君
（
三
・
C
）
が
団
長
と
し
て
就
任
、
今
後
、
九
月
ま
で
の
…
◇

◇
…
五
ケ
月
間
伝
統
と
晋
任
の
石
桜
会
を
背
負
っ
て
行
く
事
に
な
っ
た
。

執
行
委
員
会

∇
会
長
　
宮
野
忠

▽
副
会
長
‥
谷
晶
≡
知
也
、
二

上
療
育

▽
啓
記
　
大
木
請
一
、
井
川
隆

夫
▽
会
計
　
書
田
方
悦
、
千
田
和

夫
▽
委
員
　
上
野
宏
、
工
藤
正
身

満
州
義
弘
、
悪
清
考
、
佐

蕊
正
、
佐
々
大
詔
、
青
田
果

実
、
尾
形
生

生
活
委
員
会

▽
委
員
長
　
上
野
宏

▽
副
委
員
長
　
滝
満
弘
士
、
村

上
髄

▽
委
員
　
太
田
智
久
、
長
内
一

三
、
大
村
昭
三
、
川
口
和
雄

滝
滴
私
士
、
上
野
宏
、
村
上

誠
、
板
木
鶴
二
、
相
馬
粥
、

白
沢
清
、
佐
々
大
電
道
、
主

浜
隆
男
、
金
沢
華
介
、
下
坂

和
事
、
石
川
準
吉
、
葡
地
層

夫
、
谷
森
芳
常
、
大
家
族
一

武
瀧
孝
夫
、
佐
久
山
岳
〓
、

重
曹
還
、
川
村
記
年

学
習
費
見
合

▽
委
員
長
　
工
藤
正
身

▽
副
委
員
長
■
大
坪
光
弘
、
小

野
寺
廉
悦

▽
露
見
　
高
橋
文
治
、
新
星
考

＼
三
、
鎌
田
窯
七
、
水
原
秀
行

工
薦
正
身
、
大
坪
光
弘
、
佐

々
木
嘉
市
、
福
田
興
一
、
山

崎
賢
治
、
和
泉
康
一
、
鹸
日

英
男
、
実
習
々
一
雄
、
小
野

寺
康
悦
、
及
川
房
夫
、
須
藤

一
語
、
宮
伝
、
古
山
明
広
、

広
瀬
勉
、
池
田
辛
確
、
阿
部

政
雄
、
工
藤
和
夫
、
重
岡
好

醜出
版
要
員
会

▽
委
員
長
　
領
州
義
弘

▽
副
委
員
長
　
礁
谷
正
臣
、
駒

大
雄
男

▽
委
員
　
駒
太
徳
男
、
青
田
建

阿
部
委
嘱
、
赤
沢
産
男
、
髄

谷
正
医
、
荒
川
義
弘
、
岩
由

明
、
藤
井
昇
、
菊
地
安
倍
、

谷
村
信
一
、
米
田
敏
男
、
手

嚢
哲
夫
、
熊
谷
修
二
、
泉
山

巣
一
、
和
合
勇
、
佐
々
大
明

鎌
田
弘
、
佐
々
太
秦
、
浅
田

徳
光
、
高
橋
芳
夢
、
熊
谷
隆

幸
、
三
浦
公
成

国
書
委
員
会

▽
委
員
長
　
高
憶
清
考

▽
劉
赤
貝
長
　
小
笠
贋
俊
政
、

畠
山
葦

▽
委
員
　
田
沼
宝
史
郎
、
田
中

徳
三
、
三
山
幸
男
、
高
橋
清

考
、
遠
藤
敦
穂
、
室
岡
政
信

伊
五
沢
耽
、
平
野
均
、
給
太

俊
明
、
田
村
盛
、
高
木
漢
文

畠
山
重
鱒
佐
藤
庚
逸
、
蘇

突
雄
、
八
角
正
悦
、
一
小
田
薪

司
、
中
川
裕
治
、
熊
谷
競
泳

田
口
実
、
沢
山
忠
俊
、
伊
麻

博
幸
■

文
化
委
員
会

▽
要
員
長
　
佐
藤
正

▽
副
委
員
長
　
富
野
患
、
望
石

均
○
演
劇
は
赤
沢
良
○
映
画
－
千

時
一
行
○
善
道
－
赤
沢
征
勇
○

英
会
話
－
畠
山
巌
○
音
楽
卜
歯

石
均
○
弁
諭
－
加
茂
圭
基
○
絵

画
－
村
上
誠
○
写
冥
－
佐
藤
正

○
物
理
－
寺
患
弥
○
化
学
－
宮

野
忠
○
生
物
－
小
川
和
也
○
地

学
－
中
軽
米
久
平
O
P
F
C
－

井
川
隆
夫
O
I
R
C
－
福
田
簗

○
杜
研
－
熊
谷
正
臣
○
新
開
－

荒
川
義
弘

体
育
委
員
会
・

▽
委
員
長
　
佐
々
木
勲

＜
同
委
員
虐
赤
沢
征
男
、
熊

谷
啓
介

○
陛
上
工
誉
木
勲
∩
薩
東
証

青
田
武
司
○
寵
轍
－
船
越
準
平

○
野
球
は
熊
谷
啓
介
○
ラ
グ
ビ

ー
ー
立
花
寧
＝
産
操
－
有
村
昭

二
一
〇
ス
キ
ー
ー
扱
本
義
男
○
柔

道
氏
川
原
周
二
〔
親
這
－
扉
沢

征
男
○
水
泳
す
小
田
原
良
一
〇

卓
隷
ヨ
峠
破
棄
○
馴
球
月
松
崎

静
生
○
ハ
y
Y
ポ
ー
ル
¶
梅
沢

鱒
海
0
ホ
ッ
ケ
1
照
井
十
九
性

○
ス
ピ
ー
ド
ロ
鈴
木
稔
○
山
番

－
太
田
智
久

応
撞
団
役
員

▽
団
長
　
青
田
兼
業

▽
副
団
長
　
昆
彩
生
、
岡
部

▽
幹
事
　
佐
々
木
勲
、
川
床
周

二
、
長
内
一
三
、
徳
沢
増
蕗

立
花
勲
、
鹿
田
潤
一
、
熊
谷

啓
介
、
佐
々
木
簡
四
郎
、
青

田
万
悦
、
滝
田
純
美
、
高
田

耕
一
、
小
生
原
秀
幸

代
譲
員
会

≡
A
　
高
徳
茂
樹
、
昆
影
生

≡
B
　
小
笠
原
俊
政
、
藤
田
末

沿
三
C
　
高
橋
北
洋
、
畠
山
厳

二
A
　
井
川
隆
夫
、
二
上
帯
育

二
B
　
田
中
義
朗
、
佐
々
木
宏

二
C
　
伊
詐
良
二
、
小
野
義
郎

二
D
　
大
木
研
一
、
田
沢
圭
之

助
一
A
　
内
訳
善
、
森
岡
龍
夫

一
B
　
書
岡
成
夫
、
熊
取
孝
夫

一
C
　
米
谷
春
夫
、
向
沖
田
久

・
恵
一
D
　
高
橋
弘
一
、
麓
田
武
意

こ
こ
も
一
7
ツ
シ
ユ
（
9
）

ま
っ
た
く
近
ご
ろ
は
学
校

へ
乗
っ
て
来
る
自
転
車
の

数
も
ふ
え
て
（
7
）
自
転

車
小
最
に
人
月
な
い
と
い

う
し
ま
つ
。
ど
う
に
か
し

て
下
さ
い
と
い
う
の
は
学

校
側
、
頭
が
高
い
め
は
生

徒
の
方
、
．
ナ
ソ
ペ
y
言
っ

て
も
わ
か
ら
な
い
と
は
随

か
の
す
〃
空
い
て
い
る
所

へ
入
れ
も
や
え
〃
と
い
う

の
ま
で
出
て
来
る
始
末
、

（
歩
け
歩
け
と
は
ヶ
ネ
デ

イ
さ
ん
）
こ
れ
で
は
以
前

と
同
じ

で
あ
る

。
い
や

は
や
、
ま
っ
た

く
自
転

革
の
方

なういかペが
○‾ぐるいそ泣
すよてなき

三
時
間
日
に
メ
ソ
を
食
う

や
つ
ま
で
出
て
来
る
五
月
。

休
み
時
間
い
っ
せ
い
に
ブ

ー
ル
の
■
ま
わ
り
に
集
ま
っ
て

な
に
や
ら
雑
談
（
エ
ツ
、
ナ

一
一
、
チ
ヨ
ッ
ト
）
休
み
時
間

邑
外
に
出
る
事
は
い
い
こ
と

で
あ
る
。
（
ウ
ソ
、
ユ
コ
ナ

ラ
、
ガ
イ
シ
ユ
ッ
ケ
y
モ
イ

ヲ
ナ
イ
）
し
か
し
、
も
う
す

で
に
何
人
か
が
酸
を
着
た
ま

ま
泳
い
だ
と
か
、
ま
あ
、
気

を
つ
け
て
下
さ
い
よ
。

高
一
以
下
の
新
聞
部
員
募
集

中
学
は
藤
沢
署
に

▽
執
行
委
員
壷

▽
会
長
　
恵
沢
敏
夫

宮
　
野
　
忠

弘
が
こ
の
石
協
会
の
会
員
に

な
っ
て
以
来
早
く
も
五
年
間
が

過
ぎ
、
岩
手
高
等
学
校
の
最
上

級
生
と
し
て
今
年
一
年
間
生
徒

会
の
指
事
的
立
場
に
お
か
れ
て

私
が
果
し
て
ど
れ
だ
け
こ
の
兼

任
に
対
処
し
得
る
か
私
自
身
確

信
を
持
て
ま
せ
ん
が
、
今
生
徒

会
の
会
長
と
な
っ
て
十
ご
り
一
暦

痛
感
す
る
こ
と
は
、
私
自
身
そ

う
で
し
た
が
、
例
え
ば
何
か
「

集
j
り
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
知

ら
さ
れ
た
時
あ
ま
り
自
分
か
ら

集
ま
り
に
出
席
し
ょ
う
と
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

今
考
え
て
見
る
と
自
分
一
人

ぐ
ら
い
集
ま
り
に
出
席
し
な
く

と
も
関
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
と

患
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
ケ
。
そ

の
結
果
は
考
え
る
ま
で
も
な
く

会
の
進
行
に
悪
影
智
を
及
ぼ
し

て
円
滑
に
行
う
こ
と
が
出
来
ず

上
級
生
の
方
々
に
は
御
迷
孫
を

か
け
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
私
夢
の
生
徒
会

に
お
い
て
も
同
様
に
九
百
名
余

り
の
会
員
の
う
ち
一
名
た
り
と

も
生
徒
会
運
営
に
無
関
心
で
あ

っ
て
ほ
い
け
な
い
し
ま
た
全
員

が
一
つ
の
ブ
層
ッ
■
ク
と
な
っ
て

物
事
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
し
、
事
実

今
ま
で
の
義
金
も
こ
の
点
で

困
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
■
で
し
ょ

う
。
産
金
に
は
計
八
つ
、
の
要

員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
去

年
か
ら
実
施
さ
れ
た
新
規
約
に

は
私
連
の
勉
学
や
学
校
内
で
の

汚
動
に
合
っ
た
自
主
的
な
も
の

が
盛
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
に
公
の
機
関
に
お
い
て
首

分
た
ち
は
各
々
が
ち
ょ
う
ど
時

計
を
作
っ
て
い
る
歯
風
の
よ
う

に
l
つ
l
つ
が
し
っ
か
り
と
か

み
合
っ
て
出
来
て
い
る
も
の
を

も
し
も
そ
の
中
の
一
つ
が
そ
の

働
き
を
停
止
し
て
ほ
会
員
の
連

な
り
は
こ
わ
れ
て
せ
っ
か
く
の

検
閲
も
だ
い
な
し
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
心
に
搾
く
銘
記
す

る
よ
う
心
が
け
て
ほ
し
い
と
冒

う
こ
と
で
す
。

生
徒
会
は
規
約
に
莞
め
ら
れ

て
い
る
通
り
（
会
員
の
親
睦
と

健
全
な
る
自
主
活
動
の
促
進
を

回
り
学
校
生
浩
を
適
吾
て
将
来

良
き
公
民
と
な
る
素
質
を
養

う
）
と
い
う
乱
鯛
の
も
と
に
作

ら
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
事
業
を

遂
行
す
る
磯
的
で
す
が
、
こ
れ

の
存
在
は
私
蓮
に
と
っ
て
は
学

校
内
の
義
に
、
或
い
は
学
生

の
心
の
斑
と
し
て
絶
対
に
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
言

ぅ
こ
と
を
儒
認
識
す
べ
き
で

す
。な
ぜ
な
ら
私
選
は
学
校
に
お

け
る
毎
日
毎
日
を
精
い
っ
ぱ
い

の
勉
学
を
重
ね
て
適
し
て
行
く

に
は
、
む
し
ろ
こ
の
続
開
を
有

効
に
利
用
し
百
分
な
り
の
何
も

の
か
を
そ
こ
に
見
つ
け
る
こ
と

が
き
っ
と
出
来
る
は
ず
だ
か
ら

で
す
。
で
は
今
ま
で
の
生
徒
会

の
運
嘗
状
態
を
私
の
見
て
来
た

範
囲
内
で
述
べ
て
見
ま
す
と
会

を
連
嘗
し
産
金
規
約
の
H
的

の
対
照
と
な
っ
て
い
た
の
は
指

萌
的
立
場
に
あ
る
ご
く
一
著

の
人
達
だ
け
で
蔓
の
効
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
出
来
か
ね
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
．
こ
れ

笹
勉
学
を
急
務
と
さ
九
て
い
る

私
塵
学
生
に
と
っ
て
は
学
位
に

お
い
て
こ
の
よ
う
な
金
活
動
を

行
う
こ
と
す
ら
む
ず
か
し
い
と

言
う
こ
と
が
会
の
連
雷
に
と
っ

て
は
一
等
の
隊
み
の
柾
だ
か
ら

で
す
。
で
は
学
校
に
お
い
て
い

か
に
し
て
私
産
の
集
会
を
運

首
し
て
行
く
か
は
お
の
ず
か
ら

答
え
が
出
て
来
る
は
ず
で
す
。

ま
ず
私
意
は
自
分
に
与
え
ら
れ

た
任
務
を
各
日
が
日
東
し
て
そ

れ
を
行
な
い
自
分
が
渡
っ
た
た

め
に
他
の
人
へ
そ
の
し
わ
よ
せ

が
こ
な
い
よ
う
に
他
人
の
こ
と

も
常
に
念
頭
に
お
い
て
自
分
の

仕
事
に
は
糞
任
と
祝
意
を
も
っ

て
こ
れ
を
行
な
う
、
こ
の
こ
と

が
限
ら
れ
た
時
間
し
か
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
私
意
の
生
徒
会

運
営
の
最
上
の
策
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

今
か
ら
今
年
の
九
月
ま
で
す

る
仕
事
は
予
算
作
成
を
始
め
と

し
て
多
忙
を
極
め
る
で
し
ょ
う

が
田
来
る
■
だ
け
皆
さ
ん
と
の
接

触
を
多
く
し
て
長
年
の
悩
み
で

あ
っ
た
上
級
生
と
下
級
生
、
委

員
会
と
そ
の
所
尾
委
員
や
各
部

晋
、
代
壁
書
星
と
各
ク
ラ

ス
の
円
滑
化
が
成
功
し
た
な
ら

も
っ
と
す
は
ら
し
い
会
が
出
来

る
と
患
い
ま
す
し
、
こ
れ
を
達

成
す
る
こ
と
が
私
の
望
み
で
す

の
で
皆
さ
ん
も
こ
の
会
を
運
営

し
て
い
る
の
は
自
分
自
身
な
ん

だ
と
言
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
そ
し
て
降
り
を
も
っ
て
こ

の
学
杜
の
基
金
の
育
成
を
計

っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

▽
同
会
長
　
岩
場
一
別
、
細
田

慶
次
郎

▽
詳
記
　
佐
漂
勝
広
、
賛
辞
克

矢
▽
会
計
　
小
笠
原
準
目
時
蕃

行
▽
生
活
委
員
会

▽
要
員
長
　
大
森
雄
治

▽
副
委
員
長
　
枕
浜
一
天
、

蔑
充

▽
学
習
禁
員
金

▽
委
員
長
　
斉
藩
修
司

▽
切
要
兵
長
　
佐
藤
儲
広
、

平
賀
群
雄

▽
出
版
委
員
会
■

■
∇
要
員
長
　
清
水
正
信

▽
副
委
員
長
　
大
沢
明
、
高

橋
知
宙
．

▽
回
尊
重
員
会

▽
委
員
長
　
餞
野
正
浩

▽
副
委
員
長
・
宮
本
遠
■
郎
、

官
重
患

▽
文
化
委
員
会

∇
要
員
長
　
佐
々
木
筆
一

▽
副
委
員
長
　
岩
崎
一
郎
、

許
平
孝
行

▽
体
育
要
員
金

▽
委
員
長
　
斉
罪
過

▽
剤
要
員
長
　
橋
本
博
、

賀
継
雄
▼

▽
応
横
団

▽
臨
長
　
中
村
一

．
▽
切
団
長
　
大
娩
甑
売
、
長

■
沼
正
蝕

代
議
員
金
　
、

三
甲
　
高
橋
昭
夫
、
村
村
吉
加

一
一
乞
　
顧
問
知
喝
、
岩
本
重
広

三
丙
　
似
内
光
夫
、
谷
麓
広
二

二
甲
　
花
田
均
、
山
内
知
男

二
乙
　
三
田
地
番
司
、
小
山
田

巣
二

二
丙
　
田
中
健
一
、
小
暗
久

父
卑
先
輩

よ
り
奇
鹿

二
父
兄
よ
り
本
革
へ
辞
典
と

仔
午
の
胃
袋
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
越

さ
れ
た
。
田
口
典
≡
氏
よ
り
平
凡
者
の

小
義
事
典
が
、
藤
岡
斬
平
氏

エ
ト
て
仔
年
の
胃
袋
【
個
が
、

少
し
で
も
勉
強
の
役
に
立
つ
よ

う
と
寄
贈
き
れ
た
も
の
。

旧
制
中
学
第
十
大
国
卒
業
生

で
あ
る
松
尾
茂
氏
よ
り
、
こ
の

ほ
ど
本
校
へ
九
菩
ホ
ー
ム
シ
エ

ル
フ
が
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
シ
エ
ル
フ
は
扱 臨

茂
氏
の
医
学
博
士
学
位
綬
章

記
念
と
し
て
鉄
骨
製
の
シ
ェ
ル

7
四
架
と
そ
の
台
、
二
台
を
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
一
台
に
は
未

が
約
三
十
冊
入
る
と
の
こ

と
。名
　
　
言

生
き
、
苦
し
み
、
戦
う
事
だ
。

不
気
味
に
迫
る
七
人
の
忍
者
／

そ
の
見
え
な
い
影
に
剣
が
念
る
／

黒
い
血
が
飛
ぶ

里
見
清
太
郎
・
松
方
弘
苗
・
北
条
き
く
子

二
転
／
三
転
／
巧
妙
の
ト
リ
ッ
ク
が

綾
査
の
隈
を
狂
わ
せ
て

董干葉
其
一
・
甫
　
広
・
本
間
千
代
子

5月29～6月　4

あ
　
▼
盛
岡
東
映
・

さくらフイルムは世界のトゥプ

レベルにランクされています。

正確を感光度と微妙なまでの階

調、そ＿してなめ‾ちかを細かい粒

子－品皆が安定していますか

ら一番使い易いフイルムです。

⑳
t嘉・8本勘

＠小西六写日工雷

苦
し
み
と
、
戦
い
と
、
雄
々
し

く
堪
え
て
い
う
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
、
ひ
と
は
は
じ
め
て
一
個

の
人
間
に
な
れ
る
。

（
p
｛
1
y
・
ロ
ラ
ソ
）

世界の
TOP LE：VEL
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僕
た
ち
新
入
生
は
、
三
月
三

日
の
入
学
テ
ス
ト
■
の
結
集
に
よ

生
　
に
■
聞
く

入

一

ケ

　

月

1
・
D
　
今
　
村
　
紀
　
明

っ
て
速
ば
れ
て
、
入
学
し
て
き

た
。
岩
高
に
つ
い
て
の
、
第
一

印
象
は
、
『
き
た
な
い
ト
校
舎
内

が
、
き
た
な
い
。
汚
れ
て
い
る

と
そ
う
慮
っ
た
。
そ
の
後
入
学

式
の
日
、
他
校
か
ら
来
た
人
た

ち
は
、
灘
人
の
人
咋
別
と
し

て
、
た
い
て
い
こ
の
あ
い
だ
中

学
校
を
卒
課
し
て
き
た
人
た
ち

で
あ
ろ
う
と
贋
は
思
っ
た
。

そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
少
た

か
ら
ず
と
も
、
入
試
の
為
の
勉

強
を
し
た
で
あ
ろ
う
J
自
分
の

日
々
の
努
力
か
結
果
合
格
し
、

そ
の
爽
感
と
い
う
も
の
は
、
入

学
式
の
欄
に
、
本
当
に
自
分
に

そ
れ
が
わ
き
て
る
の
で
は
、
な

い
だ
ろ
う
か
。

院
は
、
そ
う
思
う
。

そ
し
て
、
入
学
し
て
次
の
日

澄
枝
す
る
と
同
時
に
、
不
安
が

感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ま
だ

友
人
が
い
な
い
た
の
め
だ
ろ

う
。
岩
中
か
ら
上
っ
て
き
た
人

た
ち
は
な
れ
て
い
る
か
ら
よ
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
僕
た
ち
の

場
合
、
校
風
に
は
な
れ
な
く
て

ほ
な
ら
な
い
し
、
友
人
も
、
ま

た
、
新
し
く
始
ま
る
高
故
の
捏

菜
も
、
い
ろ
い
ろ
の
画
で
不
安

に
な
っ
て
く
る
。
で
も
二
】
、

三
日
た
て
ば
な
れ
て
く
る
よ
う

で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
話
し
は
、
変
る
が

僕
た
ち
の
中
学
の
こ
ろ
に
は
、

先
生
は
、
界
の
先
生
も
、
女
の

先
生
も
い
ち
し
た
。
と
こ
ろ
が

こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
は
失
礼

か
も
し
れ
な
い
が
、
女
の
先
生

が
見
あ
た
ら
な
か
っ
・
た
。
事
務

の
方
が
、
御
一
人
い
ら
し
や
っ

た
き
り
だ
っ
た
。
初
め
は
、
妙

な
気
籍
だ
っ
た
け
れ
ど
、
だ
ん

だ
ん
な
れ
て
く
る
と
、
か
え
っ

て
そ
の
方
が
岩
中
、
岩
高
ら
し

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、

こ
の
ご
ろ
考
え
て
い
ろ

と
こ
ろ
で
、
僕
の
恩
う
に
は

岩
高
に
お
い
て
は
、
意
外
に
市

外
の
人
が
、
多
い
よ
う
に
息

う
。
僕
の
早
合
点
か
も
し
れ
な

い
が
そ
れ
は
、
こ
の
学
校
が
私

立
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
多

分
に
影
響
し
て
い
る
と
思
う
。

僕
は
、
私
立
の
高
校
は
、
好

き
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
秋

田
県
に
居
る
尿
も
、
号
高
を
希

望
し
た
わ
け
で
あ
る
。

話
し
は
紗
な
ぐ
あ
い
に
な
っ

た
が
、
こ
の
辺
で
僕
の
署
高
に

対
す
る
感
想
や
ら
、
自
分
の
希

っ
て
い
る
意
見
や
ら
、
い
ろ
い

ろ
ぐ
た
ぐ
た
と
香
い
た
が
、
こ

の
辺
で
藍
を
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

1

X

l
年
生
と
な
っ
て

1
・
D
　
広
　
田
　
信
　
雄

入
学
式
を
終
え
D
組
に
入
る
。

し
ば
ら
く
し
て
小
柄
な
先
生

が
入
っ
て
来
ら
れ
た
。
ひ
じ
J

う
に
好
感
の
持
て
た
石
塚
先
生

で
に
こ
や
か
な
乗
雷
稚
さ
な

入
学
前
か
ら
、
高
校
生
に
な

る
と
ほ
と
ん
ど
自
分
で
勉
強
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
た
が

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
最
初
か

ら
特
急
並
み
の
〝
進
略
方
法
″

こ
れ
に
は
ち
ょ
っ
と
ま
ご
つ
い

た
。
等
々
と
し
た
う
す
暗
い
室
で
の

第
一
日
は
、
何
と
な
く
落
ち
着

か
ず
に
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

隣
席
に
坐
っ
て
い
た
M
君
は

ユ
ー
モ
ア
な
人
で
そ
の
た
め
に

菜
基
感
が
ほ
ぐ
れ
、
身
体
の
動

く
範
囲
が
広
が
り
、
岩
高
と
い

う
雰
囲
気
に
慣
れ
て
き
た
。

D
組
内
の
者
は
、
想
像
に
反
し

て
真
面
目
で
■
（
休
み
時
間
は
、

ち
ょ
っ
と
う
る
さ
い
）
あ
っ
て

難
勉
で
も
み
る
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ソ
も
多

い
。
案
外
市
外
か
ら
来
る
も
の

も
多
く
往
復
に
大
部
時
間
を
掛

け
て
通
学
し
■
て
い
る
よ
う
だ
が

皆
よ
く
で
き
る
。

先
生
の
中
で
も
、
お
と
な
し

い
先
生
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
免
生
‥
語
頭
の
先
生
、
ノ
ブ

ポ
の
先
生
、
こ
の
よ
う
に
見
て

初
め
は
免
生
万
の
最
覧
会
の
よ

う
な
気
特
で
楽
し
ん
で
い
た
っ

た
㌢し
か
し
日
が
た
つ
に
つ
れ
て

ポ
ッ
ポ
ッ
テ
ス
ト
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
と
て
畏
覧
会
は

か
り
拝
見
し
て
宜
い
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
其
闇
目
に
開
い
て
い

な
い
と
遅
れ
る
か
ら
だ
。

予
習
を
や
っ
て
来
な
い
時
な

ど
は
先
生
か
ら
指
名
さ
れ
て
も

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
。

や
は
り
、
高
校
生
に
な
っ
た
の

だ
か
ら
自
分
で
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
学
校
に
追
い
つ
い
て
は

い
け
な
い
と
患
う
。

そ
れ
で
も
テ
ス
ト
の
あ
る
日

な
ど
は
、
・
某
け
ん
な
表
情
で
教

科
啓
と
三
フ
メ
ツ
つ
を
し
て
い

る
。
一
点
ま
で
ガ
メ
ッ
ク
取
ろ

う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

自
分
も
み
ん
な
を
手
本
と
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

や
さ
し
い
先
．
生

1
・
D
　
山
　
崎
　
姪
　
司

私
は
、
岩
手
高
級
に
受
験
す

る
ま
で
こ
の
学
校
が
ど
こ
に
あ

る
か
、
ま
た
ど
ん
な
学
校
で
あ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
不
安
の
せ
ま
入
試

テ
ス
ト
を
受
け
に
き
て
、
校
舎

に
入
っ
て
す
ぐ
な
ん
だ
か
校
舎

内
が
購
い
感
じ
を
受
け
教
皇
に

は
い
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
テ
ス
ト
が
は
じ
ま

る
と
先
生
方
が
な
ん
ど
も
か
た

く
な
ら
な
い
よ
う
に
お
ち
つ
い

て
専
き
な
さ
い
と
い
わ
れ
、
な

か
な
か
よ
い
先
生
方
が
い
る
な

あ
と
恩
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
い
い
の
は
先
生
だ
け

で
な
く
先
輩
も
い
ろ
い
ろ
気
を

つ
か
っ
て
く
れ
自
分
遠
が
受
験

し
た
時
な
ど
の
よ
う
す
な
お
話

し
て
く
れ
た
り
し
、
な
か
な
か

い
い
先
輩
だ
な
あ
と
思
っ
た
。

そ
れ
か
ら
入
学
式
嶺
、
お
え

て
い
よ
い
よ
学
校
生
清
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
私
が
お

ど
ろ
い
た
こ
と
を
、
二
、
三
上

げ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
第
一
に

土
足
で
あ
る
。
ま
る
で
土
足
を

す
る
の
が
普
通
で
あ
る
と
い
う

よ
う
な
領
を
し
て
い
る
の
を
見

て
が
っ
か
り
し
■
た
。
や
は
り
、

清
潔
上
か
ら
い
っ
て
も
、
ま
た

校
舎
を
大
事
に
す
る
点
か
ら
も

や
は
り
土
足
は
厳
禁
が
よ
い
と

私
は
恩
う
。
琴
正
、
恋
か
ら

チ
ョ
ー
ク
や
ッ
．
ハ
や
紙
等
を
な

げ
た
り
、
す
て
た
り
す
る
こ
と

だ
。
こ
れ
も
や
は
り
や
め
た
方

が
よ
い
と
思
う
。

そ
れ
か
ら
私
に
は
、
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
が

早
く
ク
ラ
ス
内
の
ふ
ん
い
き
に

な
れ
る
こ
と
が
．
で
き
る
だ
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
や
は
り

は
じ
め
の
う
ち
は
、
な
か
な
か

ま
わ
り
に
と
け
こ
む
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
わ

り
の
人
達
が
い
ろ
い
ろ
し
ら
な

い
こ
と
な
ど
を
、
お
し
え
て
く

れ
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
話
し

L
た
り
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
で
．
こ
の
分
で
は
す

ぐ
に
な
れ
る
と
患
っ
て
い
る
。

先
生
方
、
先
輩
、
ク
ラ
ス
の

人
達
は
、
み
ん
な
朝
切
で
、
よ

い
人
達
ち
ば
か
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
な
に
も
し
ら
な
い
私

逢
を
、
よ
い
方
に
お
指
遠
く
だ

∇
新
任
先
生
三
行
ア
ン
ケ
ー
ト

仲
　
田
　
辰
＼
次

一
、
昭
和
三
十
三
年
－
公
立
沖

縄
名
護
高
校
卒
業

昭
和
三
十
八
年
－
私
立
法
政

大
学
文
学
部
英
文
学
科
卒
業

二
、
野
球
、
水
泳
、
．
空
手

ハ
ス
ポ
「
ツ
は
何
で
む
）

三
、
教
科
　
英
語

■窮圏騨■

玉
　
島
　
蒐
　
弦

一
、
昭
和
≡
十
年
－
小
樽
潮
高

校
卒
業

昭
和
三
十
四
年
－
北
海
道
大

学
水
産
学
部
卒
業

後
、
民
間
会
社
（
京
都
）
に
一

年
数
ヶ
月
後
、
北
海
彗
二
笠

■
市
に
て
≡
笠
方
各
高
校
に
三

十
六
年
に
働
務
し
現
在
転
変

．
る
。

二
、
ス
ポ
ー
ツ
一
腹

三
、
主
に
生
物

結
智
（
商
）
∵
大
井
正
志
（
猷
）
、

盛
合
中
左
二
門
（
商
ヾ
適
又
和

人
（
商
）
、
駐
小
路
典
撞
〔
法
）
沢

田
俊
平
（
文
）
、
山
崎
砲
兵
（
二

部
法
）
、
緒
川
市
男
（
文
理
）
、

角
館
巣
率
（
林
）
∵
八
陪
秀
明
（

経
）
、
伊
鹿
巻
島
、
工
陸
書
民

（
崖
要
）
、
川
口
亭
之
■

▽
専
修
大
学

○
藤
原
準
宍
経
）
、
杉
江
宏
司

▽
法
政
大
柴

0
高
官
国
禁
経
）

▽
中
央
工
学
院

○
吉
田
茂
．

▽
薯
園
大

○
小
泉
俊
逸

∇
関
東
短
大

高
　
橋
　
五
「
郎

一
、
発
狂
町
に
生
れ
盛
農
卒
稟

師
専
攻
科
を
出
る
。
添
木
、

松
野
、
沼
宮
内
、
督
小
学
捜

惑
工
、
岩
谷
堂
高
女
、
畏
沢

尻
、
一
戸
1
各
高
校
を
経
歴

二
、
釣
を
は
じ
め
何
で
か
好
む

が
深
入
し
た
も
の
は
な
い

二
「
数
学

大
学
合
格
者

芥
川
竜
之
介
は
　
「
慄
傑
の

言
葉
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
誓

っ
て
い
る
「
あ
ら
ゆ
る
古
来
の

天
才
は
、
我
々
凡
人
の
手
の
と

ど
か
な
い
壁
上
の
釘
に
帽
子
を

か
け
て
い
る
∵
尤
も
踏
み
台
は

な
か
っ
丈
訳
で
は
な
い
。
」
　
「

し
か
し
あ
あ
言
う
踏
み
台
だ
け

は
ど
こ
の
古
道
炎
医
に
も
転
が

っ
て
い
る
。
」
．

環
は
こ
の
言
葉
を
次
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
。
天
才
と
い
う

も
の
は
凡
人
よ
り
一
歩
考
え
の

進
ん
で
い
る
人
の
こ
と
を
習
う

の
で
あ
T
Q
が
、
そ
の
た
め
に
は

何
か
自
分
の
息
巻
に
資
す
る
も

の
を
ど
こ
か
ら
か
取
り
入
れ
て

来
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
踏

台
に
な
る
も
の
は
、
だ
れ
も
が

ガ
ラ
グ
タ
と
し
て
、
気
に
も
と

め
な
い
で
見
逃
し
て
い
を
も
の

だ
。
即
ち
、
だ
れ
の
注
意
も
ひ

か
た
い
よ
う
な
ガ
ラ
ク
タ
か
ら

で
も
何
か
自
己
向
上
に
資
す
る

も
の
を
見
つ
け
出
す
こ
と
の
で

き
る
人
、
言
乗
を
換
え
て
言
え

は
、
も
の
ご
と
に
細
心
の
注
意

を
は
ら
え
る
人
が
天
才
な
の
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
。
、
．

こ
の
こ
と
は
、
諸
君
に
も
十

分
考
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
だ

と
患
う
。
自
分
を
よ
く
み
つ
め

何
ご
と
に
も
細
心
の
注
意
を
は

ら
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の
か
ら

邑
己
向
上
に
資
す
る
も
の
せ
見

つ
け
だ
そ
う
と
す
る
態
度
、
こ

れ
が
天
才
に
通
ず
る
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
諸
君
も
こ
の
よ

う
な
点
を
十
分
注
意
し
て
毎
日

の
生
活
か
ら
何
か
を
学
び
取
っ

て
行
く
な
ら
ば
、
十
分
天
才
に

な
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
学
校
に
放
け

る
援
業
の
協
に
も
あ
て
は
ま
る

之
と
で
あ
る
と
患
う
。
陣
君
の

注
意
す
る
事
な
く
次
の
間
顔
に

進
ん
で
し
ま
う
．
そ
し
て
攻
撃

な
開
題
に
ぶ
つ
か
る
と
最
初
か

ら
あ
き
ら
め
る
。
と
い
う
よ
う

な
倭
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
複
雑
な
開
詔
と
い

う
も
の
は
簡
単
な
開
設
が
組
み

合
わ
さ
れ
て
、
ま
た
は
、
昇
化

室
慧
璧
竃
琶
稟
発
準
慧
琵
貸

告

罷黒露

雑

感

二

題

嵩
㌶
髭
H
㌶
試
嵩
㌶
H
黒
H
嵩
露
光
㍑㌍㌶：瑞光

菅野照雄

一
段
的
な
学
習
傾
向
を
見
て
い

る
と
、
す
べ
て
の
部
分
を
部
分

的
に
学
習
し
て
は
い
る
が
、
語

合
的
な
知
漁
の
．
整
理
と
い
う
点

に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
た
か
ろ
う
か
。
諸
君
は
、
簡

単
な
閑
詔
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

解
い
て
し
ま
う
と
そ
の
間
意
に

さ
九
て
で
き
て
い
る
も
の
で
あ

る
か
ら
簡
単
な
開
園
を
よ
く
注

意
し
、
■
そ
れ
を
整
理
し
て
お
く

こ
豆
に
■
よ
っ
て
、
ま
た
、
複
雑

な
間
極
を
分
解
し
て
そ
の
各
部

分
に
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
談
を

適
用
し
て
行
く
な
ら
ば
、
冤
全

に
は
駆
け
な
く
と
も
、
あ
る
程

度
ま
で
は
解
決
さ
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
他
人
が

簡
単
に
見
逃
す
よ
う
な
単
純
な

間
顔
か
ら
で
も
次
の
段
階
に
踏

み
出
す
基
礎
と
し
て
い
く
よ
う

な
態
度
を
薄
雪
が
取
っ
て
行
か

れ
る
よ
う
望
ん
で
お
き
た
い
。

次
に
、
先
日
の
新
聞
に
次
の

よ
う
な
記
事
が
の
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
「
あ
る
人
は
五
行
の

対
数
表
を
全
部
暗
記
し
て
い
る

そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
人
の
友

達
は
全
然
そ
ん
な
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
前
書
は
会
社

の
事
務
員
で
自
分
の
仕
事
を
満

足
に
や
れ
ば
い
い
と
い
う
平
凡

な
サ
ラ
リ
ー
マ
y
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
後
者
は
有
名
な
統
計

学
者
だ
そ
う
で
あ
る
。

前
者
は
自
分
の
硯
脳
を
何
百

円
か
で
買
え
る
よ
う
な
事
に
任

さ
る
よ
う
、
お
ね
が
い
い
た
し

ま
す
。

い
、
後
者
は
眉
分
の
頭
脳
か
ら

莫
大
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い

る
。
」
と
い
う
よ
う
な
記
事
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

珊
脳
の
差
は
各
人
そ
ん
な
に

異
な
る
も
の
で
は
な
小
と
い
う

こ
と
で
は
あ
右
が
、
．
（
実
例
と

し
て
は
本
田
博
士
の
よ
う
に
、

一
度
は
落
第
し
て
肖
乱
し
よ
う

と
し
た
人
が
発
琶
し
て
、
次
の

年
か
ら
ほ
首
席
で
学
校
を
卒
業

し
た
人
も
い
る
か
ら
、
そ
の
説

は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
と
恩

う
。
）
そ
の
使
い
方
に
よ
っ
て

個
人
差
が
生
ま
れ
て
く
る
り
論

語
の
中
の
「
性
、
相
近
し
、
管

用
還
し
。
」
と
い
皇
宮
葉
も
そ

の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

こ
の
こ
守
も
渚
君
に
寧
見
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
滞
君
は
「
目
下
何
が
価
値

▽
北
海
道
大
学

○
≡
田
地
利
之
（
理
）

▽
岩
手
大
学

〇
七
太
田
一
等
（
農
）
、
小
島
征

帆
≡
摸
y
永
井
敵
襲
農
工
）

小
林
良
雄
〔
農
堺
）
、
東
本
幸
男

（
学
甲
一
越
谷
勉
（
特
実
）
、
駒

臆
高
季
（
学
中
二
）

▽
智
手
管
科
大
牽

▽
弘
前
大
学

○
渡
辺
洋
一
（
学
）

▽
東
北
大
学

○
鈴
木
邦
彦
（
工
）

▽
山
形
大
学

○
永
井
敏
禦
工
）
、
高
橋
湘
碗

○
以
内
裕
、
三
田
俊
夫
■

一

一

】

夏

≡

一

一

　

≡

≡

≡

≡

≡

二

一

あ
る
こ
と
か
。
」
を
判
断
し
て

よ
り
大
き
な
価
値
を
求
め
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
庚
は
、

諸
君
が
規
表
裏
か
れ
て
い
る
状

感
か
ら
し
て
∴
そ
の
価
値
判
断

の
比
重
は
、
当
然
勉
強
す
る
こ

と
に
菅
が
お
か
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。
そ
の
観
点
か
ら

し
て
、
他
事
に
貴
重
な
頭
脳
と

時
陶
を
浪
費
し
て
い
る
人
々
が

請
書
の
中
に
い
る
に
よ
う
に
患

わ
れ
る
こ
と
を
悲
し
む
も
の
で

あ
る
。以
上
二
つ
の
事
か
ら
考
え
て

誇
君
に
望
み
た
い
こ
と
は
、
何

が
自
己
に
と
っ
て
よ
り
遥
大
な

価
億
を
も
ち
、
そ
の
骨
秦
と
患

わ
れ
る
方
向
に
自
己
を
高
め
て

行
く
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

の
中
か
ら
糊
心
の
注
意
を
は
ら

っ
て
自
己
向
上
に
資
す
る
も
の

を
見
出
す
努
力
■
な
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
文
理
）
脂
㈹
誓
軋
、
忠
霊

（教）
▽
東
北
学
院
大
■
学

○
晴
山
電
機
（
経
）
、
小
林
克
夫

（
経
）
、
吉
田
勇
一
（
英
）
、
佐
々

末
長
（
二
部
）

▽
東
北
薬
科
大
学

○
立
花
鉄
夫

▽
東
北
福
大
学

○
佐
藤
信
雄
、
樋
沢
晃
■

▽
中
央
大
学

○
戸
鴫
征
一
（
法
）
三
善
孝
司

（
簡
）
、
藤
沢
巽
南
）
、
浦
田
秀

夫
（
商
）
、
荒
川
雉
介
（
商
）
、
小

笠
原
実
（
文
）
、
中
村
洋
夢
〔
経
）

田
沢
利
彦
（
経
）

▽
早
稲
田
大
学

〇
千
回
文
人
（
二
部
）
、
堀
田
横

着
（
夢
二
商
）
、
篠
限
和
男
（
二

部
商
）

▽
偶
天
望
大
学

○
似
内
裕
（
医
）
、
山
本
定
男
（

体
）
▽
日
本
大
学

〇
三
田
地
利
之
ハ
エ
）
、
和
村
窟

（
法
）
、
石
井
宏
司
〔
法
）
】
中
野

○
阿
部
牽

▽
月
本
体
膏
大
学

○
阿
部
息
、
山
木
定
男

▽
東
京
経
済
大
学
．

〇
日
野
杉
和
夫

▽
明
治
学
院
大
学

○
小
笠
原
昌
爾
（
経
）
、
佐
々
木

由
道
（
二
部
）

▽
大
東
文
化
大
学

○
佐
々
大
一
旦

▽
窯
京
農
業
大
学

○
原
田
耕
平
（
経
）

▽
二
枚
学
院
大
学

○
佐
ケ
太
平

▽
明
治
大
学

○
水
本
紘
一
（
法
）
、
素
意
和
夫

（
二
部
）
法
、
畑
中
紘
一
（
二
部

文
）
∵
佐
々
大
飯
（
農
）

▽
立
正
大
学

○
田
口
信
之
（
仏
）

▽
工
学
院
大
学

○
鈴
木
睦
夫

▽
関
東
学
院
大
学

○
畑
中
昌
撞
（
経
）

▽
武
蔵
野
乗
祐
大
学

○
宇
津
官
功

▽
愛
知
大
学

○
上
野
曹
長
（
騒
）

▽
鯉
渕
学
園

○
加
藤
等
雄

▽
関
西
外
語
大
学

○
吉
田
群
雄

▽
国
士
餓
大
学

○
髭
村
昌
信

▽
中
京
大
学

○
腰
倉
健
吾
（
経
）

▽
立
命
館
大
学

0
村
上
萄
洋
〔
経
営
）

名
　
言

鳥
の
よ
う
に
径
や
か
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
し
、
羽

毛
の
よ
う
に
軽
や
か
で
あ
っ
て

は
な
ら
ぬ
。
等
を
な
す
場
合
に

は
、
い
っ
も
語
び
な
が
ら
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
著
．
縛
は
他

餌
鴇
や
相
通
縄
肺
葉
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戦
。
盛
一
は
萌
半
十
二
分
強
力

か
ワ
ー
ド
に
勤
を
言
わ
せ
て
、

柔
道
1
　
剣
道
に
凱
歌
．

攣
㌻
完
全
優
勝
遂
げ
る

剣
迫
は
、
四
月
二
十
八
日
に

武
憩
臣
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
試
合
は
胡
八
時
三
十
分
よ

り
、
四
校
十
三
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
な
わ
れ
た
。

木
綾
か
ら
は
、
団
体
数
に
は

岩
手
A
・
B
・
C
の
三
チ
ー
ム

個
人
戦
に
お
い
て
は
四
人
が
参

加
し
た
。
（
A
）
赤
沢
・
菊
池

村
井
、
（
B
）
西
細
り
小
山
田

笹
村
、
（
C
）
佐
々
木
・
伊
藤

電
椿
　
－
こ
れ
が
団
体
戦
に
お

け
る
本
校
の
出
場
者
で
あ
る
。

．
岩
手
（
A
）
は
t
回
戦
で
盛

岡
商
業
（
月
）
と
韻
が
合
い
、

≡
対
○
と
完
隣
し
て
二
回
戦
に

温
ん
だ
ご
」
九
に
お
い
て
皇
一

対
○
と
市
立
高
（
C
）
を
全
然

相
手
に
せ
ず
完
勝
し
た
。
そ
れ

で
準
決
勝
に
進
出
し
た
わ
け
だ

が
、
準
決
勝
に
お
い
■
て
も
圧
倒

的
な
扱
き
を
発
揮
し
て
、
市
立

高
（
A
）
を
下
し
た
。
決
勝
に

お
い
て
も
強
薫
盛
岡
一
高
（
A
）

に
快
勝
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も

一
回
戦
か
ら
決
勝
迄
の
試
合
に

お
い
て
、
い
ず
れ
も
軽
く
下
し

た
旨
事
（
A
）
　
の
実
力
は
無
顎

で
あ
っ
た
。

個
人
域
は
各
校
か
ら
四
名
ず

っ
参
加
七
て
行
な
わ
れ
た
。
同

体
戦
塵
勝
で
意
気
盛
ん
な
本
綾

は
、
個
人
戦
に
お
い
て
も
他
挫

選
手
を
よ
せ
つ
け
ず
、
村
井
が

健
勝
で
赤
沢
が
琴
二
位
と
い
う

好
成
績
を
お
さ
め
た
。

し
こ
に
お
い
て
本
校
は
．
団

体
戦
優
勝
そ
れ
に
個
人
戦
優
勝

を
し
て
、
完
全
櫻
曙
を
飾
っ

た
。
▽
一
回
戦

岩
手
A

岩
手
B

岩
手
C

▽
二
回
戦

岩
手
A

▽
≡
回
戦

岩
手
A

▽
決
勝
着
手
A

3
…
0
　
盛
商
B

l

…

2

　

盛

一

8

0
…
3
　
市
立
A

3
…
0
　
市
立
C

（
準
決
勝
）

j
…
0
　
市
立
A

2

…

1

　

盛

一

A

以
外
に
振
わ
ず

卓
球
は
、
四
月
二
十
八
日
盛

岡
一
高
体
育
舘
に
お
い
て
、
開

催
さ
れ
た
∵
」
九
に
は
七
校
八

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
こ
の
八

チ
ー
ム
が
A
・
B
両
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
内

で
リ
ー
〆
戦
を
行
な
い
優
勝
を

競
い
合
っ
た
。

本
校
は
B
ブ
ロ
ッ
ク
に
出
場

し
た
。
二
試
合
日
、
本
校
は
盛

岡
■
工
業
高
校
と
対
戦
し
た
。
実

力
伯
仲
で
廠
戦
を
く
り
か
え
し

た
が
、
結
局
は
本
校
が
辛
勝
し

て
、
二
試
合
日
に
臨
ん
だ
。
二

試
合
日
で
対
戦
し
た
の
は
杜
陵

高
校
で
、
一
試
合
官
と
は
う
つ

て
か
わ
っ
て
、
本
校
が
臣
別
的

な
重
さ
を
見
せ
て
完
勝
し
た
。

が
災
い
．
し
て
、
実
力
を
充
分
出

し
き
れ
ず
、
完
放
し
た
。
そ
れ

で
B
ブ
ロ
ッ
ク
■
で
の
優
勝
は
、

盛
岡
一
高
で
あ
る
。

▽
一
試
合
巨

岩
手
高
■
j
…
2
　
盛
阿
工

▽
二
試
合
日

岩
手
馬
　
5
…
0
　
社
扱
高

▽
三
試
合
日

岩
手
高
　
1
…
4
　
盛
岡
一

ラ
グ
ビ
ー

∴
∴
　
∴
、
㍉

本
校
が
饉
勝
す
る
か
ど
す
か

幹
が
大
変
で
放
れ
た
二
二
位
決

ラ
グ
ビ
ー
は
、
四
月
の
二
十

八
日
か
ら
二
十
九
日
迄
の
二
日

間
、
上
田
の
東
金
ラ
グ
▲
ヒ
ー
場

で
行
な
わ
れ
た
。
一
回
戦
は
二

十
八
日
の
十
二
時
か
ら
、
盛
周

一
高
と
対
戦
し
た
。
結
果
は
本

故
群
の
実
力
発
揮

見

事

優

勝

成

る

（写真は開会式一岩手公園広場）

柔
道
は
、
四
月
二
十
八
日
習

字
入
歯
下
の
武
宿
駅
に
お
い
て

」
ハ
絞
二
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
覇
を
競
っ
た
。

本
校
か
ら
ほ
岩
垂
A
・
B
・

C
エ
リ
の
四
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
。
度
勝
候
補
筆
頭
の
岩
手
へ

A
）
は
、
ど
の
餞
合
に
お
い
て

も
圧
倒
的
な
肇
さ
を
発
揮
し
て

康
勝
し
た
。
一
回
戦
、
盛
岡
農

業
（
C
）
　
に
景
勝
。
二
回
戦
で

は
盛
岡
商
業
（
A
）
　
に
辛
勝
し

て
二
二
回
戦
即
ち
準
決
勝
に
進

出
し
た
。
準
決
勝
は
盛
岡
罠
業

（
A
）
と
対
戦
し
、
こ
れ
も
ー

回
低
層
棟
に
完
勝
し
て
決
勝
に

蕉
し
た
。
盛
岡
工
業
（
A
）

と
既
を
合
わ
せ
た
決
勝
で
も
、

木
枠
が
見
事
た
枝
を
見
せ
文
句

な
く
宅
際
し
て
師
や
か
し
い
優

勝
を
遂
げ
た
。

岩
手
（
B
）
　
の
一
回
戦
の
対

戦
校
は
盛
岡
商
業
（
B
）
で
、

本
校
の
楽
勝
に
終
っ
た
二
一
回

戦
で
は
岩
手
（
A
）
に
決
勝
で

敗
れ
た
為
に
準
優
勝
し
た
感
周

二
葉
（
A
）
に
、
僅
少
禁
で
敗

れ
上
位
進
出
が
な
ら
な
か
っ

た
。岩
手
（
C
）
は
、
一
回
吸
で

盛
岡
工
業
（
E
）
と
対
戦
し

た
。
二
対
一
と
辛
く
も
逃
げ
切

り
二
珂
戦
に
追
出
し
た
。
一
面

戦
で
は
盛
岡
農
業
（
七
と
顔

を
合
わ
せ
た
が
、
薮
の
葦
は
如

何
ん
と
む
し
趣
く
、
つ
い
に
○

対
二
と
盛
岡
農
業
（
A
）
　
の
前

に
敗
れ
去
っ
た
。

山
右
手
（
D
）
は
、
l
回
戦
不

戦
勝
で
二
回
渦
に
進
出
。
盛
岡

工
菜
（
B
）
と
最
を
合
わ
せ
た

二
回
戦
で
は
、
全
く
見
る
べ
き

所
が
な
く
大
殿
し
た
。

▽
一
回
股

こ
の
試
合
も
ま
た
蕃
戦
し
た
が

及
ば
ず
結
局
6
…
1
6
と
盛
岡
農

業
の
前
に
屈
し
た
。

掌
エ
コ

。
＝
＝
■
＝
畳
竺

▽
三
位
決
登
載

等
蕾
む
・
6
塞

〔
対
盛
一
戦
〕

試
合
経
験
者
僅
か
に
十
五
人

中
五
人
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
対

腺
方
二
十
五
ヤ
ー
ド
ラ
イ
y
か

ら
．
へ
ナ
ル
デ
イ
キ
ッ
ク
を
得
、

亜
引
に
ト
ラ
イ
そ
し
て
プ
ー
ル

な
り
五
点
。
後
半
五
分
立
花
か

ら
大
峠
と
バ
ス
が
渡
っ
た
本
校

は
、
特
桝
の
う
ま
さ
で
大
峠
独

走
し
て
ト
ラ
イ
な
る
。
し
か
し

ブ
ー
ル
な
ら
ず
三
点
。
そ
の
後

皆
ん
な
良
く
威
張
っ
た
が
、
試

合
毯
験
不
足
が
た
睾
っ
て
、
結

局
十
三
対
三
で
敗
退
し
た
。

〔
対
感
度
墟
〕

戊
三
戦
と
同
メ
ソ
．
n
t
で
対

戦
。
前
半
十
三
分
、
二
十
五
ヤ

ー
ド
■
7
イ
y
付
近
で
ル
ー
ズ
が

出
て
T
B
パ
ス
で
聾
ト
ラ
イ

プ
ー
ル
な
り
五
点
。
そ
れ
に
対

し
て
二
十
一
分
味
方
が
良
く
攻

め
て
ド
ロ
ッ
．
7
ア
ウ
ト
に
な
り

そ
れ
で
キ
ッ
ク
し
た
ポ
ー
ル
を

ス
タ
y
ド
オ
フ
立
花
が
う
ま
い

チ
ャ
ー
J
ソ
で
押
さ
え
そ
の
ま
ま

突
っ
込
ん
で
ト
ラ
イ
、
ゴ
ー
ル

な
ら
ず
三
点
。
そ
の
後
も
乱
磯

で
結
局
六
対
十
六
で
、
昨
日
の

盛
一
戦
に
嘆
き
完
敗
に
終
っ

た
。

中
西
総
合
で
二
位
に

体
操
は
、
去
る
四
月
二
十
八

日
に
上
田
の
盛
岡
体
育
館
に
お

い
て
行
な
わ
九
た
。
参
考
ま
で

に
言
っ
て
お
く
と
、
■
体
操
は
こ

の
場
合
個
人
戦
だ
け
行
な
わ
れ

団
体
戦
は
行
な
わ
れ
な
い
。

本
校
か
ら
は
、
茶
碗
・
勝
政

谷
村
・
島
田
・
伊
臨
・
・
中
西
・

吉
田
・
田
村
・
佐
々
木
の
九
人

が
出
場
し
た
。
出
場
者
全
員
が

昨
年
の
不
振
を
げ
ん
か
い
し
よ

ぅ
と
、
は
り
き
っ
て
男
警
転

ん
だ
が
、
日
頃
の
爽
力
を
十
二

分
に
出
し
き
れ
な
く
余
り
振
る

わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
僅
か
に

中
西
の
準
優
勝
が
一
際
目
立
っ

て
い
た
。
そ
れ
で
昨
年
同
様
に

念
願
の
優
勝
が
な
ら
な
か
っ

た
。成
折
は
欄
の
漁
り

②
中
西
　
四
七
・
〇
〇

膵
政
　
三
八
・
七
五

高
橋
　
二
二
丁
九
五

谷
村
　
≡
一
二
ハ
○

田
出
＝
「
二
・
五
五

′
陸
　
上
　
競
　
技

陛
上
総
接
は
、
上
田
の
県
営

グ
ラ
ウ
y
r
に
お
い
て
四
月
二

十
八
日
の
一
日
行
わ
れ
た
。
太

校
で
は
、
男
子
百
メ
ー
ト
ル
一

位
の
山
田
、
・
男
妄
り
高
飛
び

一
位
の
赤
沢
、
男
子
巾
飛
び
二

位
の
小
春
等
の
汚
脛
が
目
立
っ

て
い
た
。

記
録
は
次
の
通
り

◇
男
子
百
メ
ー
ト
ル

①
山
甲
…
＝
1
2
秒
0

◇
男
子
二
盲
ナ
ー
ト
ル

⑧
際
甲
…
＝
2
6
秒
■
2

④
井
川
ト
…
＝
2

8
秒
0

◇
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル

⑧
鈴
木
享
＝
5
7
秒
0

バ

　

　

レ

　

ー

．
ハ
レ
ー
ポ
「
ル
は
、
去
る
四

月
二
十
八
日
（
旦
鱒
風
　
下
中

程
中
グ
ラ
ウ
y
F
特
設
ブ
ー
ト

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
　
∩

本
校
の
一
周
戦
で
の
対
戦
綾

は
盛
岡
農
業
高
校
で
あ
る
。

試
合
は
本
校
優
勢
で
く
り
ひ
ろ

げ
ら
九
、
頑
徹
徹
尾
押
し
ま
く

り
木
按
が
大
葦
を
つ
け
て
一
方

的
な
勝
利
を
お
き
め
た
。

踊
開
準
決
勝
ま
で
進
出

軟
式
野
環
は
、
四
月
の
二
十

一
・
二
十
七
二
“
十
八
二
T
T

九
日
の
四
日
間
、
盛
岡
市
営
球

場
に
お
い
て
垂
や
か
に
開
催
さ

れ
た
。我
南
中
の
救
荒
野
球
は
、
こ

の
二
二
二
年
来
全
く
低
調
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
低
調
か
ら
脱
出

す
る
為
に
是
非
と
も
、
こ
の
大

会
に
お
い
て
好
成
硬
を
収
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
日
露

を
、
各
自
が
胸
に
払
う
て
試
合

に
臨
ん
だ
。

我
掌
中
は
一
回
戦
は
不
戦
勝

で
、
二
十
八
日
の
二
回
戦
に
臨

ん
だ
。
試
合
は
午
後
一
時
開
始

て
射
漉
枚
は
下
小
路
中
で
あ

る
。
こ
れ
は
三
村
0
と
我
背
中

の
快
勝
に
終
っ
た
二
二
回
扱
即

ち
準
決
勝
に
的
を
進
め
た
貌
岩

中
は
、
強
薫
仙
北
中
と
対
戦
し

た
が
、
結
局
一
対
≡
で
惜
放
し

た
。
▽
一
向
磯
　
　
、

不
戦
隙

諾。。。。詔。。。。諾

鵬誓010。0。j。D。崇

◇砲丸授け．
④佐も木……1

1．mOp

◇走り高飛び
①赤沢……1m56

（大会新）
◇乗り布飛び
②中華…：6m瑠

（大会新）
◎岡甲・：＝5m67

◇男子八百メートルヮレー

④山田・岡田・小耳・阪

甲・＝＝1分41秒∵

バスケット
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
盛

岡
体
育
虎
と
そ
れ
に
盛
岡
工
業

体
育
相
の
二
カ
所
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

本
枚
の
一
回
戦
の
対
戦
校
は

杜
陵
高
校
で
、
こ
の
試
合
は
阻

月
二
十
七
日
に
、
盛
岡
体
育
館

に
．
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
試
合

経
過
は
、
徹
頭
徹
尾
本
綾
の
ベ

ー
ス
で
お
し
進
め
ら
れ
て
、
結

局
太
栓
の
楽
勝
に
終
っ
た
。

続
い
て
行
な
わ
れ
た
二
回
戦

に
お
い
て
は
、
強
表
盛
岡
商
鞘

高
楼
と
顔
を
合
わ
せ
た
。
が
、

し
か
し
蝕
悶
空
し
く
、
実
力
が

余
り
に
も
腰
れ
て
い
だ
の
で
結

局
大
豊
で
敗
退
し
た
。
結
果
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

掌
2
〈
禦
0
1
0
㌃
盛
嚢

◇
二
回
戦
等
。
再
‥
聖
2
鳶

そ
の
翌
日
の
二
十
八
日
に
行

な
わ
れ
た
二
回
戦
に
助
を
進
め

た
本
校
は
、
優
勝
候
補
筆
頭
の

強
豪
盛
岡
工
業
と
顔
を
合
わ
せ

酢
岬
那
加
開
削
鏑
測

っ
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
為
に

盛
岡
工
業
の
強
さ
、
そ
れ
に
地

の
利
が
率
い
す
る
が
故
に
、
本

校
に
と
っ
て
、
試
合
前
か
ら
苦

戦
は
免
か
れ
な
い
事
が
わ
か
っ

て
い
た
。
試
合
は
す
っ
か
り
相

手
の
．
へ
1
ス
に
の
み
こ
ま
れ
て

実
力
を
充
分
出
し
き
れ
ず
、
健

闘
む
な
し
く
殿
過
し
た
。

◇
一
回
戦

岩
手
　
6
0
…
3
0
　
祉
陵

◇
二
回
扱

岩
手
　
4
0
＝
▲
6
0
　
盛
工

編
集
後
記

梅
雨
も
近
く
な
り
我
々
新
顔

部
員
一
同
張
り
切
っ
て
第
一
号

を
完
成
き
せ
童
し
た
が
、
次
号

か
ら
ほ
よ
り
一
頃
御
期
待
に
そ

ぅ
よ
う
な
新
陳
を
作
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

発
行
に
当
っ
て
御
協
力
下
さ
っ

た
方
に
は
部
員
一
同
感
謝
し
て

お
り
ま
す
り

「
部
員
以
外
は

各
部
員
室
に
入

室
厳
禁
」

ボ　タ　ン・帽章・学帽

去門の店三栄帽子店

盛岡市仁王通り　TEL（2）5342

・ 文 具・紙・事 務 機・金 庫

坊 っ ち ゃ ん 文 具 臆

盛岡市本町2 6 0 番地

電　話　②　4　5　亭　2　琶

あらゆるスポーツ用品

嘩　沢　体　育　堂
盈岡材木町　TEL②2452・0866　　から
花巻而吹翼町TE1－11＿41
サンビルデバート　TEL（診1445
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彗萱表裏
追
憶
の
・
彼
方
ノ
轟

一
－

修
学
旅
行
終
る

三
月
二
十
七
日
■

待
ち
望
ん
で
い
た
旅
行
で
し

た
が
、
当
日
に
な
っ
て
も
契
麻

の
湧
か
ぬ
ま
ま
、
諸
先
生
方
の

見
送
り
を
戯
け
て
、
十
二
時
三

十
分
上
野
行
の
汽
直
に
乗
．
り
一

路
東
京
へ
と
向
い
ま
し
た
。
本

校
修
学
旅
行
に
は
必
ず
雨
が
障

る
と
い
う
伝
髄
（
9
）
、
を
裏
切

っ
て
施
行
日
よ
り
、
畢
内
で
は

初
め
、
故
郷
を
離
れ
る
淋
し
さ

の
た
め
か
み
ん
な
晃
粟
し
て
い

た
様
子
で
し
た
が
、
そ
れ
に
も

ま
し
て
、
修
学
旅
行
へ
の
期
待

が
強
く
次
第
に
そ
れ
も
ほ
ぐ
れ

草
中
に
放
て
は
、
ト
ラ
リ
ブ
、

稲
供
な
ど
に
興
じ
て
、
白
河
を

過
ぎ
て
も
、
白
河
慮
舟
ど
こ
ろ

か
、
徹
夜
組
続
出
、
遂
に
一
睡

も
せ
ず
上
野
へ
と
。

三
月
二
十
八
日

眠
い
日
を
上
野
駅
に
、
四
時

三
十
分
に
希
き
、
国
電
で
東
京

駅
行
き
、
夜
来
の
不
胞
、
加
え

て
空
腹
、
日
を
こ
す
り
な
が
ら

駅
洗
面
所
で
行
列
況
踊
、
駅
で

約
一
時
間
の
自
由
行
動
が
あ
り

ま
し
た
。
大
半
の
人
は
駅
か
ら

近
い
皇
居
に
行
っ
た
威
で
す
が

早
朝
の
東
京
正
、
非
常
■
に
静
か

で
気
持
ち
点
く
、
あ
の
す
さ
ま

じ
い
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
る
と
は

想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

復
で
帯
び
訪
れ
る
文
末
を
後
に

八
時
六
分
発
準
急
「
東
海
二
号

」
に
乗
り
こ
ち
、
最
初
の
見
学

地
名
古
畳
へ
と
向
い
ま
し
た
。

し
か
し
昨
日
の
つ
か
れ
の
た
め

か
多
数
の
人
が
華
中
に
お
い
て

眠
っ
て
い
た
桜
で
あ
り
ま
し
た

が
、
途
中
で
は
、
き
れ
い
に
並

ん
で
い
る
茶
畑
や
、
黄
金
色
の

異
を
つ
け
た
ミ
カ
ン
の
茶
な
ど

が
北
国
の
我
々
の
日
を
謳
い
ま

し
た
。
（
こ
の
黄
色
い
ミ
カ
ソ

も
子
守
呪
と
な
っ
た
よ
う
で

す。）名
古
炭
へ
は
、
十
≡
時
三
十

八
分
に
着
き
、
駅
前
よ
り
、
観

光
．
ハ
ス
で
、
名
吉
尾
塊
と
、
中

部
火
力
発
電
所
、
名
吉
良
市
内

を
見
学
し
、
そ
れ
か
ら
鉱
山
旅

を
越
え
て
、
大
津
ま
で
行
き
、

宇
治
な
ど
を
通
り
、
そ
し
て
明

日
の
見
学
地
、
奈
良
へ
と
向
い

ま
し
た
。

名
古
屋
城
で
は
、
名
高
い
金

の
シ
ャ
チ
ホ
h
も
、
下
か
ら
轟

か
に
眺
め
た
だ
け
で
、
ち
ょ
っ

と
実
感
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
晩
、
奈
良
肩

は
六
時
半
の
芋
蔓
で
し
た
が
、

観
光
社
の
計
耳
遠
い
と
か
で
、

十
時
近
く
に
着
き
、
自
由
行
動

な
し
、
お
そ
い
夕
食
、
こ
れ
に

は
み
な
開
口
し
た
銀
子
で
し

た
■

・
∵
∵
…
‥

奈
良
　
京
都

三
月
二
十
九
日

時
々
春
雨
の
降
る
ヰ
で
、
奈

良
入
歯
の
徒
歩
見
学
か
ら
飴
盲

り
ま
し
た
。
杉
の
大
木
の
茂
る

中
に
、
鹿
の
姿
を
見
た
時
は
、

素
見
だ
な
あ
と
い
う
感
じ
が
強

く
し
ま
し
た
「
春
日
と
う
ろ
う

」
で
有
名
な
春
日
神
社
を
参
拝

し
て
、
苦
等
山
の
ふ
も
と
の
所

で
休
息
し
て
二
月
、
三
月
堂
と

世
界
最
大
の
大
迫
建
築
で
あ
る

東
大
寺
大
仏
殿
と
仁
王
像
の
安

置
さ
れ
て
い
る
甫
大
門
を
見
学

し
て
、
次
に
は
．
ハ
ス
で
、
昏
僧

鑑
真
の
建
立
き
れ
た
唐
瑠
提
専

天
武
天
皇
の
御
夫
婦
愛
の
し
の

ば
れ
る
薬
師
寺
、
聖
徳
太
子
の

依
頼
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
法

隆
寺
の
五
重
塔
、
金
堂
、
鰐
墓

夢
殿
を
見
学
、
荘
厳
で
優
雅
な

舌
代
文
化
を
し
の
び
、
野
菜
有

料
道
路
を
通
り
、
競
箭
コ
ソ
ク

7
1
ト
造
り
の
、
博
物
錦
と
言

っ
た
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
様
な

大
阪
城
を
見
て
、
い
よ
い
よ
最

大
の
見
学
地
、
京
都
へ
と
向
い

ま
し
た
。
こ
の
．
ハ
ス
の
中
で
は

昨
夜
か
ら
の
綬
九
が
出
た
の
か

ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
し
か
け
に
も

み
ん
な
沈
熱
が
も
で
、
先
生
に

気
合
い
を
か
け
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
々

三
月
三
十
日

は
、
ち
よ
う
ど
次
の
円
に
、
私

鉄
の
ス
ト
が
行
わ
れ
る
と
い
う

の
で
、
こ
の
日
一
日
で
、
二
一
日

分
の
見
学
を
し
て
し
ま
う
と
い

を
強
行
軍
に
な
り
ま
し
た
。
朝

八
時
か
ら
千
一
体
の
仏
像
の
実

意
さ
れ
て
い
る
異
穣
な
感
じ
の

す
る
三
十
三
間
堂
、
又
三
十
三

間
翌
と
い
う
の
で
お
堂
の
間
口

が
三
十
三
間
な
の
か
と
思
っ
た

ら
、
「
契
暖
は
六
十
六
閻
」
三

十
四
本
の
柱
の
間
が
一
間
で
な

く
二
間
な
の
で
あ
る
。
日
に
照

ら
さ
れ
、
ま
ば
ゆ
い
は
か
り
に

光
り
、
古
風
美
を
錦
湖
池
に
う

っ
す
ら
と
そ
霊
冒
写
し
て
い

る
金
閣
寺
、
明
治
二
十
八
年
に

平
安
遷
都
千
百
年
を
記
念
し
て

平
安
京
大
内
臆
大
桓
畝
の
確
式

を
廃
し
て
造
営
さ
れ
た
と
い
う

平
嚢
神
官
、
天
皇
の
住
居
と
も

さ
れ
、
又
昔
か
ら
電
要
な
儀
式

が
行
な
わ
れ
て
来
た
と
い
う
京

都
御
所
を
訪
問
ひ
の
き
ぷ
き
の

特
有
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る

紫
寝
殿
の
塵
取
と
そ
の
建
物
の

両
側
に
あ
る
右
近
の
構
、
左
近

の
杖
と
白
砂
で
整
備
さ
れ
た
匪

と
を
見
、
舞
台
造
り
で
有
名
な

清
水
寺
で
は
、
東
都
市
内
が
見

渡
さ
れ
た
。
京
都
市
得
を
次
々

に
見
学
し
、
午
後
か
ら
は
眼
下

に
ほ
ん
の
り
見
え
る
琵
琶
湖
を

眺
め
、
比
叡
山
ド
ラ
イ
ブ
サ
t

イ
で
四
十
分
余
り
の
快
適
な
ド

ラ
イ
ブ
を
楽
し
■
み
、
餞
光
設
備

の
整
っ
た
比
叡
山
の
展
望
台
か

ら
京
都
と
鼓
舞
の
町
と
を
心
ゆ

く
ま
で
眺
め
た
■
後
、
そ
の
足
で

石
山
寺
を
見
学
、
石
山
寺
は
名

の
と
お
り
奇
妙
な
形
を
し
た
岩

の
上
に
お
等
が
立
っ
て
い
た
こ

と
で
し
た
。
石
山
寺
か
ら
宇
治

川
に
そ
っ
て
、
篠
原
時
代
の
超

築
物
で
あ
る
宇
治
の
平
等
院
を

見
学
、
六
痔
近
く
旅
銘
に
蒲
き

叉
七
時
か
ら
は
、
東
山
ド
ラ
イ

ブ
ウ
ェ
イ
で
、
百
万
ド
ル
の
京

都
の
夜
景
を
眺
め
て
遂
に
京
都

見
学
も
大
半
終
っ
た
の
で
す
が

有
名
な
神
社
仏
閣
や
す
は
ら
し

い
眺
め
も
、
余
り
ス
ビ
イ
ー
デ
■

イ
に
回
っ
た
の
で
ス
ラ
イ
ド
で

も
見
た
級
な
感
じ
で
し
た
。
し

か
し
京
都
の
町
は
古
い
文
化
遺

産
が
現
代
文
化
の
中
に
、
し
っ

く
り
と
融
合
し
て
い
て
、
気
持

よ
く
、
そ
し
て
、
伝
統
か
ら
く

る
雲
厚
さ
が
感
じ
ら
れ
、
や
は

り
日
本
の
代
表
的
観
光
都
市
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

北
．
帰
　
行

三
月
三
十
一
日

‥
J
の
日
は
私
鉄
の
ス
ト
が
あ

る
と
い
う
の
で
徒
歩
で
二
条
城

を
見
学
し
、
■
そ
れ
か
ら
六
時
迄

自
由
行
動
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ト
は

こ
の
朝
早
く
解
決
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
全
く
こ
の
ス
ト
騒
ぎ

に
は
一
杯
く
わ
さ
れ
ま
し
た
。

自
由
行
動
で
は
、
五
、
六
人
づ

つ
の
グ
ル
ー
．
フ
ご
と
で
、
思
い

思
い
に
市
内
を
見
物
し
ま
し
た

が
、
た
だ
と
う
と
う
舞
妓
さ
ん

を
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
心

嶺
り
で
し
た
。
そ
し
て
息
い
出

多
い
京
都
も
後
に
、
箱
根
の
玄

関
、
熱
海
へ
と
向
い
ま
し
た
。

四

月

一

日

四
月
一
札
は
、
瑚
三
時
五
十
分

の
破
風
吹
き
ま
く
る
熱
海
に
着

き
、
こ
こ
か
ら
．
ハ
■
六
に
乗
り
、

語
根
を
越
え
て
、
鎌
倉
、
東
京

へ
と
向
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は

終
日
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
る
の
で
酔

う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
大
し
た
事
も
な
く

ホ
ツ
と
し
ま
し
た
。
諾
隈
で
は

高
圧
を
増
す
に
つ
れ
て
ガ
ス
が

深
く
な
り
、
天
下
の
険
の
雄
大

な
眺
め
も
残
念
な
が
ら
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
江

ノ
島
で
は
す
っ
か
り
、
晴
れ
上

が
り
マ
り
y
ヲ
y
F
で
イ
サ
ヵ

ク
ジ
ラ
の
曲
芸
を
見
物
し
、
■
叉

鎌
倉
で
は
「
御
仏
な
れ
ど
美
男

」
の
大
仏
税
を
見
て
、
東
京
へ

と
向
い
ま
し
た
。
東
京
で
は
、

オ
p
y
ビ
ッ
ク
の
為
、
増
改
築

中
の
羽
田
を
見
物
し
て
か
ら
、

旅
行
最
後
の
飽
「
大
栄
銀
」
に

着
き
ま
し
た
白
文
、
こ
の
晩
は

館
に
理
事
長
の
代
理
の
方
が
訪

ね
て
来
ら
れ
、
ケ
ー
キ
と
ジ
ュ

ー
ス
を
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し

た
凸

四
月
二
日

四
月
二
日
は
、
午
前
中
、
最

初
東
京
大
学
、
後
楽
園
等
を
通

り
国
会
蘇
量
と
東
京
タ
ワ
ー

で
の
す
げ
ら
し
い
眺
望
を
楽
し

ん
だ
後
、
寸
y
モ
ス
都
市
、
東

京
の
交
通
■
フ
ワ
シ
ユ
を
目
の

当
り
に
見
、
上
野
に
行
き
、
自

由
行
動
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん

な
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
足
を
向

け
最
後
の
自
由
時
間
を
」
東
京

で
楽
し
く
過
し
ま
L
灯
。
そ
し

て
そ
の
■
晩
、
二
十
三
時
上
野
駅

を
出
発
、
盛
岡
を
た
っ
て
七
日

目
や
っ
と
喝
路
に
つ
い
た
わ
け

い
う
こ
の
地
方
で
さ
え
、
ご
く

最
近
、
首
狩
り
が
行
な
わ
れ
、

七
十
三
人
の
首
が
は
ね
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

探
検
隊
は
カ
ヌ
ー
に
の
り
、

両
岸
に
マ
ソ
グ
ロ
ー
ブ
の
し
け

る
川
を
奥
地
へ
と
さ
か
の
ぼ
っ

て
ゆ
く
と
や
が
て
部
落
が
現
わ

れ
た
。
人
影
は
な
く
、
お
そ
ろ

し
く
足
場
を
高
く
組
ん
だ
家
の

中
に
入
っ
て
み
る
と
、
頭
骸
骨

が
さ
か
さ
に
吊
さ
れ
、
あ
た
り

に
は
人
間
の
骨
が
ち
ら
ぼ
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
し

て
戻
っ
て
来
た
住
民
産
は
意
外

に
お
と
な
し
く
、
反
抗
的
で
あ

、
ト
．こ
こ
で
一
行
は
魔
除
け
の
儀

式
を
見
た
の
で
あ
る
っ
土
人
遠

は
寄
経
た
神
像
を
ま
つ
っ
た
小

匿
に
集
ま
り
、
両
足
の
あ
い
だ

払
た
ち
の
未
知
へ
の
憧
れ
を

み
た
し
て
く
れ
る
場
所
は
、
も

こ
の
地
球
上
に
は
ほ
と
ん
ど

い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
た

し
か
し
こ
の
、
ニ
ュ
ー
ギ
■
一

こ
そ
、
そ
の
数
少
な
い
場
所

で
あ
る
。
両
横
は
、
東
西
の
長

が
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

藤
に
匹
敵
し
、
世
界
で
二
香

に
大
き
い
島
で
あ
る
。
こ
の

映
画
は
、
こ
の
二
千
・
ギ
■
l
T

の
奥
地
に
住
む
未
開
人
の
島

紹
介
す
る
。

こ
の
こ
き
．
1
ギ
ニ
丁
∴
は
す
フ

ソ
ダ
領
、
オ
ー
ス
ト
■
7
リ
ア
領

に
わ
か
れ
て
い
る
が
、
原
住

の
生
活
は
石
路
時
代
そ
の
ま

ま
で
今
な
お
首
狩
り
を
行
な
っ

て
い
る
。

こ
の
物
語
は
、
一
七
七
〇
年

ク
ッ
ク
隊
長
が
綬
鎖
し
た
サ
ッ

ク
湾
ぞ
い
の
オ
ヲ
y
J
畢
駐
屯

地
を
出
発
点
と
し
ま
し
た
、
一

［
（
族
長
の
．
ナ
ッ
ツ
㌧
撮
影

写
菓
家
の
ソ
ー
ル
二
工
、
無
線

が
、
一
名
の
連
絡
将
校
と
六

の
武
装
警
官
を
護
衛
に
つ
け

望
紅
絹
辟
鐸
緋

き
告
雷
ず
か
ら
静
粛
に
き
一

せ
ら
れ
ま
し
た
。

四
・
月
三
日
　
　
　
　
■

四
月
三
日
、
午
前
九
時
五
十

三
号
全
員
重
刑
で
盛
岡
に
病
■

っ
て
来
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
【

て
く
れ
た
。

海
沿
い
の
部
落
ビ
V
T
ポ
y

そ
こ
で
ま
ず
一
行
の
目
な
う
は

っ
た
も
の
は
、
質
を
彫
刻
し
て

い
る
一
群
の
土
人
の
彫
刻
家
選

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
員
評
を
つ

か
っ
て
奇
妙
な
文
枝
を
彫
り
、

そ
の
上
に
指
で
け
ば
け
ば
し
い

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
装
飾
用
の
も

町
で
は
な
く
、
れ
っ
き
と
し
た

に
切
り
た
て
の
首
を
は
さ
ん
で

座
り
、
夜
あ
け
を
待
つ
の
で
あ

っ
た
。
中
に
は
萌
骸
骨
を
枕
に

し
て
槙
に
な
っ
て
い
る
も
の
も

い
る
。
そ
の
中
で
窓
里
に
は
い

ろ
い
ろ
と
供
え
物
が
さ
さ
げ
ら

れ
る
。
た
と
え
は
、
す
．
つ
の
木

に
つ
く
芋
虫
の
よ
う
な
虫
が
悪

等
の
苗
に
山
と
秩
ま
れ
た
り
す

る
。
夜
が
あ
け
る
と
人
々
は
、

サ
ブ
の
縄
で
あ
ま
れ
、
入
念
に

彩
色
き
れ
た
仮
面
を
か
ぶ
る
悪

藍
ど
も
を
細
り
な
が
ら
村
の
外

に
追
い
だ
し
て
し
ま
う
。

次
の
型
渚
で
も
一
行
も
、
ま

た
白
人
が
誰
一
人
と
し
て
見
た

こ
と
の
な
い
不
恩
諌
な
儀
式
に

立
ち
合
う
こ
と
が
出
来
た
。
こ

れ
は
二
つ
の
部
落
の
和
解
の
儀

式
で
あ
っ
た
。
か
つ
ら
を
か
ぶ

り
麻
量
の
帯
を
し
め
た
二
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
岬
り
声
を
あ
げ
た

両
岸
に
集
ま
り
、
手
当
り
次
第

に
男
た
ち
に
投
げ
つ
け
る
の
で

あ
る
。
ピ
ッ
シ
ユ
と
よ
ば
れ
る

こ
の
梨
な
る
樹
は
小
屋
に
選
ば

れ
土
人
た
ち
の
夜
を
B
に
？
ぐ

作
業
に
よ
っ
て
奇
怪
な
船
首
を

も
つ
ヵ
ヌ
ー
に
作
ら
れ
る
の
で

あ
る
．
そ
し
て
弟
士
の
霊
は
こ

の
カ
ヌ
L
と
と
も
に
海
の
彼
方

の
死
の
国
に
赴
く
の
で
あ
る
。

ス
テ
イ
ー
ノ
ブ
y
川
の
途
中
で

一
行
は
連
絡
将
校
の
ア
イ
7
■
ソ

ス
ネ
ー
ア
L
L
ム
ユ
と
よ
ば
れ
・
る

六
十
二
人
の
ば
ー
ク
ー
遠
と
落

ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
や
が
て
川
の
流

れ
は
激
し
く
な
り
船
で
遡
る
こ

と
が
不
可
能
に
な
り
始
め
た
の

で
、
一
行
は
負
債
と
機
桃
の
一

部
を
す
て
、
徒
歩
で
歩
く
よ
り

仕
方
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る

一
行
は
や
け
つ
く
よ
う
な
河
原

を
川
に
沿
っ
て
歩
き
つ
づ
け
る

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
す
で
に

目
の
前
に
は
綬
億
三
千
に
お
よ

ぷ
山
々
が
追
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
山
脈
を
越
さ
な
け
れ

ば
北
海
岸
に
た
ど
り
つ
け
な
い

の
で
あ
る
。
し
か
し
と
て
も
超

せ
る
様
に
は
恩
わ
れ
ず
l
行
は

と
う
と
う
谷
の
中
で
に
っ
ち
も

さ
っ
ち
も
行
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
食
規
も
つ

き
三
日
も
物
を
食
べ
な
い
日
が

続
き
や
む
な
く
、
北
岸
の
町
ホ

ー
ラ
ソ
デ
イ
丁
に
無
電
を
打
ち

オ
ラ
ン
ダ
の
飛
行
機
に
よ
っ
て

食
瑞
を
授
下
し
て
も
ら
う
よ
り

仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

山
中
に
も
土
人
が
住
ん
で
い
て

そ
の
綴
族
は
ビ
〆
ミ
1
族
と
い

わ
れ
る
鉄
も
知
ら
な
い
ま
っ
た

く
の
原
姐
的
な
穂
族
で
自
分
は

彼
ら
に
と
っ
て
は
宇
宙
人
の
よ

う
な
も
の
で
、
彼
ら
は
ラ
ジ
オ

に
お
ど
ろ
き
、
飛
行
段
を
烏
と

ま
ち
が
え
て
射
つ
始
末
。

い
よ
い
よ
困
勲
を
き
わ
め
、
一

様
、
ユ
ム
意
の
間
か
ら
最
初
の

慌
牲
著
が
出
た
の
で
あ
る
。
山

を
登
る
に
つ
れ
、
風
景
は
先
史

時
代
そ
の
ま
ま
の
荒
－
終
た
る
も

の
に
な
り
一
行
は
風
雨
の
中
を

悪
戦
昔
細
の
宋
山
越
え
に
成
功

し
、
し
か
も
そ
の
上
、
ま
だ
地

既
に
の
つ
て
い
な
い
大
き
な
川

の
水
滴
地
を
見
つ
け
た
の
で

る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
の
行

程
は
あ
ら
た
に
困
潔
を
き
わ
め

病
人
免
編
者
が
続
出
、
人
の
ユ

ム
が
死
ぬ
の
で
あ
っ
た
。
も
う

人
間
の
耐
え
う
る
限
界
ま
で

て
い
た
の
で
あ
る
。
水
上
飛

機
の
救
援
を
仰
ぎ
、
怪
我
人

病
人
を
助
け
出
し
‖
た
の
で

る
。
そ
の
後
残
さ
れ
た
一
行
は

最
後
の
意
思
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て

遂
に
横
断
に
成
功
、
北
海
産

出
る
婆
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

七
ケ
月
、
一
六
〇
〇
キ
ロ
を
租

破
し
た
の
で
あ
っ
た
。

が
ら
人
々
の
股
の
あ
い
だ
を
く

ぐ
り
儀
式
の
あ
と
こ
の
二
組
の

カ
ツ
．
フ
ル
は
人
質
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
や
部
落
へ
つ
れ
去
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
l
行
は
こ
の
部
落

を
離
れ
ふ
た
た
び
川
を
遡
り
ま

す
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
カ
ヌ

ー
に
乗
っ
た
一
群
の
土
人
た
ち

が
あ
ら
わ
れ
、
杏
声
を
あ
げ
て

一
行
を
み
ち
ぴ
い
て
行
く
が
ど

こ
に
も
部
落
は
早
見
で
一
方

ど
こ
へ
つ
れ
て
行
か
れ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
帝
林
の

中
で
は
、
す
で
に
お
禁
の
用
意

が
さ
れ
、
一
つ
の
大
木
の
幹
に

白
い
粉
が
ふ
り
か
け
ら
九
、
硬

巻
が
ま
き
つ
け
ら
れ
、
戦
死
し

た
勇
士
の
盛
魂
を
と
ど
め
よ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
や
が
て
大

木
は
切
り
倒
さ
れ
、
カ
ヌ
ー
に

の
せ
て
部
落
へ
と
運
び
去
ら
れ

る
こ
れ
を
見
て
女
た
ち
は
川
の




